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１．目的 

 コンクリート表面の緻密性は湿潤養生期間によって大きく影響を受けるため，できるだけ長い間湿潤状態を保つ

ことが望ましい．水平面（天端面）の湿潤状態を保つことは比較的容易であるが，垂直面に対して確実に湿潤状態

を保つことは難しい場合が多い．これまでの検討から，垂直面に対しても水平面と同等あるいはそれに近い養生効

果を得るための手法として噴霧養生が適していることを確認している 1)．そこで，噴霧養生手法の実施工規模での

湿潤養生効果を確認することを目的として，実大規模の施工実験を行った．ここでは，コンクリートの垂直面に対

して噴霧養生を実施した際にコンクリートの表層品質が向上する効果を確認するために，大型供試体での透気試験，

小型供試体での透気試験，透水量試験，塩化物イオン浸透深さ試験を行った結果について報告する． 

２．実験概要 

 実験で使用したコンクリート配合および使用材料を表

－１に示す．大型供試体は部材厚 400mm，高さ 3.5m，延

長 10.0mであり，底版コンクリートの上に打設される鉄筋

コンクリートの壁状供試体とした．また同時に，□-150

×150×530mmと□-100×100×400mmの小型供試体を作

製した．打設時期は 6月中旬，打設時の外気温は 27.0℃で

あった．各供試体とも試験面とする垂直面の脱型時期は材

齢 11日とした． 

脱型後，大型供試体壁面の一部（1.5×1.4m）および小

型供試体の側面一面に対して，2種類の噴霧ノズルを用い

て 7 日間の噴霧養生（Case1，Case2）を実施した．また，

比較対象として脱型後の湿潤養生を実施しない気乾養生

（Case0）を設定した．実施した養生ケースを表－２に示

す．7日間の噴霧養生および気乾養生の終了後は，大型供

試体は屋外にそのまま暴露し，小型供試体は室内環境（温

度 20℃，湿度 60％）に静置した． 

試験項目および方法を表－３に示す．供試体の数量は各

養生条件における各試験で 1体ずつであり，各試験には異

なる供試体を使用した．なお，透気試験および透水量試験

の実施位置は各供試体の試験面で異なる 3点を測定した． 

噴霧養生装置は，ノズルを配置した内径 12.5mmの鋼製

配管に水圧ポンプ（最大吐出圧力 6.0MPa）にて水を圧送

して各ノズルから噴霧させる簡便な構造である．噴霧方法

は，できるだけ少ない水量で養生対象範囲（1.5×1.4m）の全面を常時濡れた状態に保つように，1回の噴霧時間お

よび噴霧間隔時間を調整した．今回の実験で使用した噴霧養生装置の設置概要および写真を図－１に示す． 

表－１ コンクリート配合および使用材料 

表－２ 養生ケース 

表－３ 試験項目および方法 

混和剤

12 4.5 48.4 41.4 20 173 358 721 681 373 1.0

： 高炉セメントB種

： 山砂，砕砂　　混合砂（混合比率　60：40）

： 砕石2005

： 砕石2005
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ケース

 脱型後から7日間の噴霧養生

 養生対象面と噴霧ノズルの離隔距離：15cm

 ノズル配置間隔：縦方向20cm，横方向15cm

 ノズル使用数量：73個/Case

 1回の噴霧時間：Case1 20秒間，Case2 10秒間

 噴霧間隔時間：15分間隔

  気乾養生
 （屋外環境に暴露）

養生方法 条件・仕様

Case1

Case2

Case0  脱型後の湿潤養生の実施なし

 噴霧養生
 （粒径小：平均粒径
　　　　　20～30μm）

 噴霧養生
 （粒径大：平均粒径
　　　　　45～60μm）

 実大構造物 ：計3回

 噴霧養生終了後 14，30，60日

 供試体 ：計5回

 噴霧養生終了後　8,21,35,59,100日

 養生終了後101日

 計1回

 噴霧養生終了後176日　：計1回

 （塩水浸漬期間56日）

実施時期・頻度試験項目 試験方法

 トレント法：透気試験

 四電極法：含水補正

 JIS A 1171

透気試験

透水量試験
 JIS A 6909
 （透水試験B法）

塩化物イオン
浸透深さ試験
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３．実験結果および考察 

透気係数の測定結果を図－２に示す．図の左側は小型供

試体，右側は大型供試体での測定結果であり，測定した 3

点の平均値，最大値，最小値を示している．各材齢におい

て透気係数の値は Case0（気乾養生）よりも Case1，Case2

（噴霧養生）が小さい値を示した．また，一般には表層品

質が高いほど透気係数のばらつきは小さい傾向にある 2)

とされている．大型供試体の養生終了後 60日における各

ケースの透気係数のばらつきを比較する変動係数は，

Case0 では 0.42，Case1,Case2 ではそれぞれ 0.29，0.24 で

あり，噴霧養生の場合の方が小さい値を示した．これらの

結果は，屋外暴露により風・日射などの乾燥の影響を受け

やすい大型供試体の方が明確であり，実施工での環境条件

でも噴霧養生による湿潤養生の効果が確認できた． 

養生終了後 101 日での小型供試体による透水量試験結

果を図－３に示す．24時間後の累計透水量は Case0（気乾

養生）が最大となり，Case1，Case2（噴霧養生）の透水量

はそれぞれ Case0 の 76％，58％であり，気乾養生と比べ

て小さい値を示した．これにより，噴霧養生によってコン

クリート表層の水密性が向上することが確認できた． 

小型供試体による塩化物イオン浸透深さ試験結果を図

－４に示す．試験方法は，養生終了後 120日にて小型供試

体を□-150×150×100mmの大きさにカットして，試験面

を除いて全てエポキシ樹脂で被覆したのちに，3％濃度の

NaCl水溶液に 56日間浸漬した．その結果，塩化物イオン

浸透深さは，Case0（気乾養生）が 11.5mmと最大であり，

Case1，Case2（噴霧養生）ではそれぞれ 2.0mm，1.5mm程

度小さい値を示した．これにより，噴霧養生を行うことで

気乾養生と比べてコンクリート表層が緻密化されて，塩化

物イオンの浸透抵抗性が向上することが確認できた． 

４．まとめ  

 コンクリートの垂直面に対する湿潤養生手法として，型

枠取外し後からコンクリート表面に一定の時間間隔で表

面を常時濡れた状態に保つように水分を供給する噴霧養

生手法を適用することにより，実施工規模のコンクリート

構造物に対しても表層品質を向上させる効果が期待でき

ることが確認できた． 
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図－１ 噴霧養生装置の設置概要および写真 

図－２ 透気試験結果 

断面図 側面図 

図－４ 塩化物イオン浸透深さ試験結果 

図－３ 透水量試験結果 
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